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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルター清掃装置は、
　清掃装置本体と、
　通風から塵埃を捕集可能なフィルター体と、
　該フィルター体に沿って往復摺動し、往路において前記フィルター体に付着した塵埃を
除去する清掃体と、
　該清掃体の往路の終端に塵埃排出口と、を有し、
前記清掃体は、清掃部材と、該清掃部材を支持する基台と、除去した塵埃を前記フィルタ
ー体側へ押圧するための防壁体とを備えていることを特徴とするフィルター清掃装置。
【請求項２】
　清掃装置本体は、清掃体の塵埃排出口への摺動をガイドするレール体を備え、該レール
体の通風上流側に整流面が形成されていることを特徴とする請求項１に記載のフィルター
清掃装置。
【請求項３】
　清掃装置本体は、塵埃排出口に開閉自在な蓋体を備え、清掃体の往路終端時に防壁体が
前記蓋体に当接することで前記蓋体を開放することを特徴とする請求項１又は２に記載の
フィルター清掃装置。
【請求項４】
　清掃体の往路終端時に、清掃部材の一部が塵埃排出口から突出していることを特徴とす
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る請求項１～３のいずれか１項に記載のフィルター清掃装置。
【請求項５】
　清掃体のフィルター体側に、往路の進行方向へ向かって傾斜する傾斜面が形成され、該
傾斜面によって前記フィルター体側へ圧力を加えることを特徴とする請求項１～４のいず
れか１項に記載のフィルター清掃装置。
【請求項６】
　防壁体がフィルター体から離れる方向に可動することを特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載のフィルター清掃装置。
【請求項７】
　塵埃排出口の開放部において、前記塵埃排出口のフィルター体側に傾斜部を有すること
を特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のフィルター清掃装置。
【請求項８】
　槽体内に回転自在に配置され衣類等を収容する回転ドラム内に、送風手段及び加熱手段
により発生した温風を、循環ダクトを経て循環供給して衣類等を乾燥可能とするとともに
、前記循環ダクトの前記槽体からの排気側に請求項１～７のいずれか１項に記載のフィル
ター清掃装置を備えたことを特徴とする乾燥機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルターに付着した塵埃を除去するためのフィルター清掃装置と、このフ
ィルター清掃装置を備えた乾燥機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、洗濯乾燥機において塵埃を捕集するフィルターが設置され、このフィルター
に付着した塵埃を除去するためのフィルター清掃装置が知られている（特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１のフィルター清掃装置は、乾燥運転時に洗濯物から発生する糸くず等を捕獲
する防塵フィルターと、この防塵フィルターに摺接して捕獲された糸くず等を除去する除
塵体とを有するものであって、除塵体は、駆動源によって回転するシャフトに取り付けら
れ、シャフトに沿って移動することによって防塵フィルター上を摺接移動する構成として
いる（特許文献１の図５参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１４２２６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載のフィルター清掃装置の除塵体は、正面視が略長
方形状の所定の厚みを有する板状体であって、防塵フィルターのフィルター面に対して垂
直方向が高さ方向となっていることから、掻き集められた塵埃の量が多い場合には除塵体
を乗り越えて清掃済みのフィルター面に再付着するという課題を有していた。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するものであり、除去した塵埃が清掃体を乗り越えて
フィルターに再付着することを防ぐことによって、塵埃を確実に除去して清掃装置本体外
へ排出することができるフィルター清掃装置と、このフィルター清掃装置を備えた乾燥機
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　前記従来の課題を解決するために、請求項１のフィルター清掃装置の発明は、清掃装置
本体と、通風から塵埃を捕集可能なフィルター体と、該フィルター体に沿って往復摺動し
、往路において前記フィルター体に付着した塵埃を除去する清掃体と、該清掃体の往路の
終端に塵埃排出口と、を有し、前記清掃体は、清掃部材と、該清掃部材を支持する基台と
、除去した塵埃を前記フィルター体側へ押圧するための防壁体とを備えていることを特徴
としている。
【０００８】
　請求項１の発明では、防壁体を備えているのでフィルター体から除去した塵埃が清掃体
を乗り越えてフィルター体に再付着することを防ぐことができる。また、防壁体は、除去
した塵埃をフィルター体側に押圧するので、除去した塵埃でフィルター体に付着した塵埃
を除去することができ、清掃体で塵埃を除去するよりも高い塵埃除去効果を奏することが
できる。
【０００９】
　請求項２のフィルター清掃装置の発明は、請求項１の発明において、清掃装置本体は、
清掃体の塵埃排出口への摺動をガイドするレール体を備え、該レール体の通風上流側に整
流面が形成されていることを特徴としている。したがって、整流面によってフィルター体
への塵埃の付着に偏りを無くし、除去した塵埃の高さを均等にすることができる。
【００１０】
　請求項３のフィルター清掃装置の発明は、請求項１又は２の発明において、清掃装置本
体は、塵埃排出口に開閉自在な蓋体を備え、清掃体の往路終端時に防壁体が前記蓋体に当
接することで前記蓋体を開放することを特徴としている。したがって、清掃動作と同時に
蓋体を開放して塵埃を除去することができる。
【００１１】
　請求項４のフィルター清掃装置の発明は、請求項１～３のいずれかの発明において、清
掃体の往路終端時に、清掃部材の一部が塵埃排出口から突出していることを特徴としてい
る。したがって、塵埃を確実に清掃装置本体外に排出することができる。
【００１２】
　請求項５のフィルター清掃装置の発明は、請求項１～４のいずれかの発明において、清
掃体のフィルター体側に、往路の進行方向へ向かって傾斜する傾斜面が形成され、該傾斜
面によって前記フィルター体側へ圧力を加えることを特徴としている。したがって、傾斜
面によって更にフィルター体への押圧を高めることができる。
【００１３】
　請求項６のフィルター清掃装置の発明は、請求項１～５のいずれかの発明において、防
壁体がフィルター体から離れる方向に可動することを特徴としている。したがって、フィ
ルター体に付着した塵埃の量が多い場合でも、塵埃が清掃体を乗り越えてフィルター体に
再付着することを確実に防ぐことができる。
【００１４】
　請求項７のフィルター清掃装置の発明は、請求項１～６のいずれかの発明において、塵
埃排出口の開放部において、前記塵埃排出口のフィルター体側に傾斜部を有することを特
徴としている。したがって、除去した塵埃を塵埃排出口から容易に排出することができる
。
【００１５】
　請求項８の乾燥機の発明は、槽体内に回転自在に配置され衣類等を収容する回転ドラム
内に、送風手段及び加熱手段により発生した温風を、循環ダクトを経て循環供給して衣類
等を乾燥可能とするとともに、前記循環ダクトの前記槽体からの排気側に請求項１～７の
いずれかのフィルター清掃装置を備えたことを特徴としている。したがって、フィルター
体から除去した塵埃が清掃体を乗り越えてフィルター体に再付着することを防ぐことがで
きると共に、除去した塵埃でフィルター体に付着した塵埃を除去することができ、高い塵
埃除去効果を奏することができるフィルター清掃装置を備えた乾燥機を提供することがで
きる。
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【発明の効果】
【００１６】
　請求項１のフィルター清掃装置の発明は、フィルター体から除去した塵埃が清掃体を乗
り越えてフィルター体に再付着することを防ぐことができると共に、押圧することにより
除去した塵埃でフィルター体に付着した塵埃を除去することができ、清掃体で塵埃を除去
するよりも高い塵埃除去効果を奏することができる。したがって、塵埃を確実に除去し、
清掃装置本体外へ排出することができる。
【００１７】
　請求項２のフィルター清掃装置の発明は、整流面によってフィルター体への塵埃の付着
に偏りを無くすことができる。また、請求項３のフィルター清掃装置の発明は、清掃動作
と同時に蓋体を開放して塵埃を除去することができる。また、請求項４の発明は、塵埃を
確実に清掃装置本体外に排出することができる。
【００１８】
　請求項５のフィルター清掃装置の発明は、傾斜面によって清掃時におけるフィルター体
への押圧を更に高めることができる。また、請求項６のフィルター清掃装置の発明は、フ
ィルター体に付着した塵埃の量が多い場合でも、塵埃が清掃体を乗り越えてフィルター体
に再付着することを確実に防ぐことができる。また、請求項７のフィルター清掃装置の発
明は、除去した塵埃を塵埃排出口から容易に排出することができる。
【００１９】
　請求項８の乾燥機の発明は、フィルター体から除去した塵埃が清掃体を乗り越えてフィ
ルター体に再付着することを防ぐことができると共に、除去した塵埃でフィルター体に付
着した塵埃を除去することができ、高い塵埃除去効果を奏することができるフィルター清
掃装置を備えた乾燥機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る衣類乾燥機を示す斜視図
【図２】本発明に係る衣類乾燥機の内部構成を示す断面図
【図３】本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置の外観を示す斜視図
【図４】（ａ）本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置の内部構造を示す斜視図
（ｂ）同正面図
【図５】本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置を示す正面図
【図６】（ａ）図５のＡ－Ａ断面図（ｂ）図５のＢ－Ｂ断面図
【図７】（ａ）、（ｂ）清掃時の本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置を示す
断面図
【図８】（ａ）塵埃排出後の本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置を示す断面
図（ｂ）同斜視図
【図９】本発明に係る第２実施形態のフィルター清掃装置を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。尚、この実施の形態
によって本発明が限定されるものではない。
【００２２】
　図１は、本発明に係る衣類乾燥機を示す斜視図であり、図２は、同衣類乾燥機の内部構
造を示す断面図である。これらの図を用いて本発明に係る衣類乾燥機について説明する。
本発明に係る衣類乾燥機２０は、前面にドア２０ａを備え、槽体２０ｄ内に回転自在に配
置され衣類などを収容する回転ドラム２０ｂ内に、送風手段（ファン）２３及び加熱手段
２２により発生した温風を、循環ダクト２１ａ、２１ｂ、２１ｃを経て循環供給して衣類
を乾燥可能とするとともに、循環ダクト２１ａ、２１ｂ、２１ｃの槽体２０ｄからの排気
側にフィルター清掃装置１０が設置されている。ここで、フィルター清掃装置１０は、清
掃装置本体上面２ｃが、衣類乾燥機上面２０ｅと平行になるように設置されている。



(5) JP 6876214 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

【００２３】
　符号２０ｃは、回転ドラム２０ｂを回転させるモータであり、このモータ２０ｃは、乾
燥処理、洗濯処理、すすぎ処理や脱水処理といった様々な処理の間、回転ドラム２０ｂを
回転させる。また、加熱手段２２には、一例として、熱交換器を使用することができる。
尚、熱交換器の方式として、ヒートポンプ式やヒーター式等、様々な方式を採用すること
ができる。また、衣類乾燥機２０は、ドラム式としているが、これに限定するものではな
く、例えば縦型など様々の方式を採用することができる。
【００２４】
　図３は、本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置の外観を示す斜視図あり、図
４（ａ）は、本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置の内部構造を示す斜視図、
図４（ｂ）は、同正面図である。図５は、本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装
置を示す正面図、図６（ａ）は、図５のＡ－Ａ断面図、図６（ｂ）は、図５のＢ－Ｂ断面
図である。これらの図を用いて本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置について
説明する。
【００２５】
　第１実施形態のフィルター清掃装置１０は、清掃装置本体２と、通風から塵埃７を捕集
可能なフィルター体１と、フィルター体１に沿って往復摺動し、往路においてフィルター
体１に付着した塵埃７を除去する清掃体３と、清掃体３の往路の終端に塵埃排出口４とを
有している。尚、清掃体３は、レバー８を往復動させることによって、フィルター体１に
沿って往復摺動する構成としている。また、清掃装置本体２の１つの壁体２ａには通風口
２ｂが形成されており、通風口２ｂからフィルター体１方向に通風される構成としている
（図６（ｂ）の矢印で示す）。
【００２６】
　清掃体３は、可撓性を備えた清掃部材３ａと、清掃部材３ａを支持する基台３ｂと、除
去した塵埃７をフィルター体１側へ押圧するための防壁体３ｃとを備えている。上記構成
による防壁体３ｃは、フィルター体１から除去した塵埃７が清掃体３を乗り越えてフィル
ター体１に再付着することを防ぐことができる。また、防壁体３ｃは、除去した塵埃７を
フィルター体１側に押圧するので、除去した塵埃７でフィルター体１に付着した塵埃７を
除去することができ、清掃体３で塵埃７を除去するよりも高い塵埃除去効果を奏すること
ができる。また、清掃体３のフィルター体１側に、往路の進行方向へ向かって傾斜する傾
斜面３ｄが形成されており、この傾斜面３ｄによってフィルター体１側へ更に圧力を加え
るようにしている。これにより、フィルター体１と除去した塵埃７がより密着するため、
更に塵埃除去効果を高めることができる。
【００２７】
　清掃装置本体２は、清掃体３の塵埃排出口４への摺動をガイドするレール体５ａ、５ｂ
を備え、通風上流側のレール体５ａを傾斜させて整流面５ｃが形成されている。この整流
面５ｃによってフィルター体１への塵埃７の付着に偏りを無くすことができる。もし、塵
埃７の付着が偏ると、塵埃７の付着が多い部分では、付着が少ない部分に比べて塵埃７が
大きく盛り上がりながら清掃されるため、清掃体３を乗り越えやすくなる。そのため、整
流面５ｃを形成して塵埃７の付着を均等にすることで、除去した塵埃７の清掃時の盛り上
がりに偏りを無くして、フィルター体１への再付着を確実に防ぐことができる。また、清
掃装置本体２は、塵埃排出口４に、回動軸６ｂを軸心として開閉自在な蓋体６を備え、清
掃体３の往路終端時に防壁体３ｃが蓋体６に当接することで蓋体６を開放する構成として
いる。したがって、清掃動作と同時に蓋体６を開放して塵埃７を除去することができる。
尚、蓋体６には曲面を有する凸部６ａが形成されており、この凸部６ａの曲面に防壁体３
ｃが当接することで滑らかに蓋体６の開閉が行われるようにしている。
【００２８】
　塵埃排出口４の開放部４ａにおいて、塵埃排出口４のフィルター体１側に傾斜部４ｂを
有している。この傾斜部４ｂによって、塵埃７を外部に排出し易くすると共に、湾曲した
状態の清掃部材３ａが復元することにより、塵埃７を外部へ飛ばし易くしている。尚、図
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６（ａ）に示す清掃前の状態では、清掃部材３ａは、フィルター体１に形成されている凹
部１ａに位置している。この凹部１ａに位置している清掃部材３ａは湾曲しておらず、凹
部１ａからフィルター面１ｂへ移動することによって、清掃部材３ａは湾曲した状態とな
る。
【００２９】
　図７（ａ）、図７（ｂ）は、清掃時の本発明に係る第１実施形態のフィルター清掃装置
を示す断面図である。また、図８（ａ）は、塵埃排出後の本発明に係る第１実施形態のフ
ィルター清掃装置を示す断面図であり、図８（ｂ）は、同斜視図である。これらの図を用
いて第１実施形態のフィルター清掃装置の使用時の動作について説明する。
【００３０】
　図７（ａ）に示すように、清掃部材３ａによるフィルター面１ｂの清掃中には、清掃初
期の段階で清掃部材３ａに除去された塵埃７が、清掃部材３ａより先行してフィルター面
に付着した塵埃７に当接し、フィルター面１ｂに付着した塵埃７を除去している。清掃部
材３ａは湾曲した状態でフィルター面１ｂに当接しているが、前述の除去された塵埃７で
除去できなかった塵埃７を清掃部材３ａで除去している。この時、塵埃７は連続した帯状
になると共に、折り畳まれた状態で、防壁体３ｃおよび傾斜面３ｄによってフィルター体
１側へ圧力が加えられている。
【００３１】
　次に、図７（ｂ）に示すように、防壁体３ｃが蓋体６の凸部６ａに当接した状態では、
塵埃７は折り畳まれた状態で更に圧縮されており、清掃部材３ａは湾曲した状態でフィル
ター面１ｂに当接している。
【００３２】
　そして、図８（ａ）に示すように、清掃体３が往路終端時に位置する状態では、清掃部
材３ａの一部が塵埃排出口４から突出するようにしている。したがって、塵埃７を圧縮し
コンパクトにすると共に、確実に清掃装置本体２の外に排出することができる。そして、
この状態では、清掃部材３ａは傾斜部４ｂを通過することにより、湾曲した状態の清掃部
材３ａが復元することとなり、復元する勢いにより、塵埃７を外部へ飛ばすことができる
。
【００３３】
　また、蓋体６は、図８（ｂ）に示すように、防壁体３ｃが蓋体６の凸部６ａに当接した
状態を維持しつつ、回動軸６ｂを軸心として回動して塵埃排出口４が開口した状態となる
。
【００３４】
　図９は、本発明に係る第２実施形態のフィルター清掃装置を示す断面図である。第２実
施形態のフィルター清掃装置１０ａは、除去される塵埃７の量が多い場合には、回転軸３
２を軸心として、防壁体３３ｃがフィルター体３１から離れる方向に可動する構成として
いる。また、防壁体３３ｃはバネ（図示せず）によってフィルター体３１側へ付勢されて
おり、清掃前は防壁体３３ｃとフィルター体３１が平行になるよう構成されている。そし
て、塵埃７が防壁体３３ｃの先端（図面上、右側端部）付近まで溜まった時に、除去した
塵埃７によって防壁体３３ｃが押し上げられて一定角度まで可動するようバネ（図示せず
）の強度が設定されている。したがって、フィルター体３１に付着した塵埃７の量が多い
場合でも、塵埃７が清掃体３３を乗り越えてフィルター体３１に再付着することを確実に
防ぐことができる。
【００３５】
　また、第２実施形態のフィルター清掃装置１０ａは、清掃部材３３ａに傾斜面３３ｂが
形成されており、この傾斜面３３ｂおよび防壁体３３ｃによって、フィルター体１側へ圧
力を加えるようにしている。尚、傾斜面３３ｂは、第１実施形態のフィルター清掃装置１
０ように基台３ｂに形成してもよく、第２実施形態のフィルター清掃装置１０ａのように
清掃部材３３ａに形成してもよく、さらには、防壁体３ｃ、３３ｃに形成するようにして
もよく、何れの形態も本発明に含まれる。
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【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明に係るフィルター清掃装置は、フィルターに付着した塵埃を除去するために利用
されるものである。また、本発明に係る乾燥機は、フィルター清掃装置を備えた乾燥機と
して利用される。
【符号の説明】
【００３７】
　１　フィルター体
　１ａ　凹部
　１ｂ　フィルター面
　２　清掃装置本体
　２ａ　壁体
　２ｂ　通風口
　２ｃ　上面
　３　清掃体
　３ａ　清掃部材
　３ｂ　基台
　３ｃ　防壁体
　３ｄ　傾斜面
　４　塵埃排出口
　４ａ　開放部
　４ｂ　傾斜部
　５ａ、５ｂ　レール体
　５ｃ　整流面
　６　蓋体
　６ａ　凸部
　７　塵埃
　８　レバー
　１０、１０ａ　フィルター清掃装置
　２０　衣類乾燥機
　２０ａ　ドア
　２０ｂ　回転ドラム
　２０ｃ　モータ
　２０ｄ　槽体
　２０ｅ　衣類乾燥機上面
　２１ａ、２１ｂ、２１ｃ　循環ダクト
　２２　加熱手段
　２３　送風手段（ファン）
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